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本日のプログラム 

2018-2019年度クラブ方針 

 Take Action and Enjoy! 
   行動を起こそう！そして楽しもう！    

次回のお知らせ 

の豊洲市場の初セリで、「すしざんまい」さんと最後まで競

り合った「やま幸（ゆき）」の経営する銀座の寿司店でした。

この店のモットーは①若い人材を育てること、②お客様に

楽しんでいただける接客を心がける。と友人が教えてくれ

ました。勿論、お料理やお寿司はとても美味しく頂きまし

た。加えて、店の中の職人さん方の楽しいこと。普通、名

店の寿司職人は少し構えているイメージですが、こちらは

若い職人さんが本当に生き生きして働き、チームワークも

素晴らしかったです。お客さんは私たちのグループ以外

は全て外国人観光客でした。接客も英語でジョークも交え

ながら難なくこなしていました。 

 当社も飲食を扱っていて、職人不足をひしひしと感じて

います。店の方と話をしてみると、週休は2日必ず取らせて

いますし、海外の店舗も多く、そこに憧れる若者も多いとの

こと。職人気質で教えるのではなく、1日も早く一人前にす

ること目指し、優しく教育していると言います。私たちが考

える料理人のイメージが代わり、職人に対する指導や思い

やりに感服しました。私達も掛け合い漫才のようなトークが

楽しく、気がつけば4時間以上長居していました。東京とい

う場所柄もありますが、正にこれこそが高級寿司業界のパ

ラダイム・シフトであります。ロータリーの中でも破壊的イノ

ベーションが必要と言われていますが、このようにお客様

を幸せにし、社員を大切に成長を願う、まさに寿司業界の

職業奉仕を行いながらのイノベーションを目の当たりにし、

まだまだ工夫すれば世の中は面白いと感じました。豊洲

市場の見学もさせて頂き、久々に刺激を受けました。 

 

（嶋田（崇）幹事） 

1．次週､3/7(木)､創立60周年記念時計塔贈呈式典並び

に除幕式を有田市文化福祉センター前にて挙行致しま

す｡午後3時～約30分間｡列席者として有田市長､有田

市教育長､センター館長､有田ロータリークラブ会員｡ 

２．3月のロータリーレート110円/1ドル 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２９０２回例会） 

平成３１年２月２８日(木）  

（上野山（栄）会長） 

 

（石垣（泰）親睦活動委員長） 

ビジター：丸山信仁君（御坊RC・地区社会奉仕委員長）） 

 

（上野山（栄）会長 

「お寿司のイノベーション」 

 本日は後期IDMの発表でありま

す。ビジターとしてお越しいただき

ました御坊RC 地区社会奉仕委員

長の丸山様、ようこそお越しくださ

いました。 

 本日の会長の時間は誠にプライ

べートな話です。私は昨年、フォル

クス・ワーゲンの古いキャンピング

カーの海外輸入にあたり、お世話になったことがきっかけ

で、東京の友人が出来家族ぐるみの交流をしています。

車は昨年5月に納車されましたが、修理により未だ手元に

は戻っていない状況ですが、それ以来、冬場には同じ趣

味の雪山もご一緒したりと、趣味で繋がると深い絆が生ま

れます。 

 今週の月曜から火曜にかけて東京出張の際、長女の誕

生日であったので、次女と3人で誕生日会でもしようと考

え（娘たちは東京と埼玉に居ます）、娘に何が食べたいと

聞いたところ「お寿司」と返事が帰ってきました。そして東

京の友人に相談することにしました。なぜなら彼は東京、

今は豊洲市場の魚の仲卸業の社長です。早速、お店を

予約して頂き、ご一緒することになりました。そのお寿司

屋さんが非常に興味深く今日はお話しさせて頂きます。 

 皆さんも記憶にあると思いますが、今年の大間のマグロ

  平成３１年３月７日 第２９０３回 

・外部卓話：金子巧氏(ＣＡＭＰＳ有田川） 

  「クラフトビールでハッピーなまちを」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  平成３１年３月１４日 第２９０４回 

・外部卓話：濱崎算悟（ＭＪＴ） 

  「ＭＪＴとミャンマーについて」 

・ソング：「それでこそロータリー」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２９０２ Nｏ． 

 幹事報告  

会長の時間 

島 海碩 書 

ビジターの紹介 

担当：嶋田(ひ)委員、児嶋委員 



２ 

平和と紛争予防／紛争解決月間 

 

◎第1班 

日時:2019年2月12日(火)  18時30分～20時30分 

場所: 橘家 

第1班:丸山芳孝(リーダー)､嶋田 崇(サブリーダー)､脇村

重徳(情報研修委員長)、橋本拓也(会長エレクト)､石垣泰

伸､菅原佳典､宮井清明､児島良宗､上野山英樹、児嶋正

人､橋爪誠治､井上修平､松村秀一   以上13名 

 

 ①ローターアクトとは？(脇村さんより説明)  

 会員は､概ねロータリークラブの所在地域内に勤務､居

住､通学する18歳から30歳までの青少年で､男女を問わ

ない｡結成については､ロータリアンの職場で働く青年を

集めるのが一番容易でありこれを中心に輪を広げるのが

良い｡ロータリークラブがローターアクトという組織を作っ

て､これを青少年に貸してお互いにこれを利用している

活動である｡いわば､貸家を提供し青少年に住んでもら

い､ロータリークラブが管理人になるという関係である｡ 

②テーマについての提案理由(橋本さんより説明) 

 今年60周年で､地域の若者の元気を引き出す活動を

行っています｡私も地域の活性化には活発な若者の活動

が必要だと思います｡そのために我々ＲＣで何ができるか

と考えた時に､ローターアクトの活動を復活させることが適

切なのではないかと考えます｡彼らには地域のいろんな

方との交流を通じて成長していって欲しいと願っていま

す｡ 

③各意見 

・自社の従業員にも世間を知ってもらいたい｡大学生を

ターゲットにしては？ 

・復活しても､その内に会員数の減少によって存続が難し

くなるのでは？ 

・アクト時代の印象がとても悪く､その後ロータリーには入

りたくないと言われた｡(アクトの)増強が大変で､いずれ

ロータリーのお荷物になるのでは？ 

・ロータリアンにアクトの増強を依頼しては？ 

・各種団体の会員数が減少傾向にある｡ 

・若者は､個人主義になっていて､団体活動しにくい｡時

代に合った活動を！ 

・地域に若者が少ない｡ 

・ロータリーの新クラブ設立と同レベルで考えなければな

らない｡ 

・昔､有青連という団体が有り､青年の活動が活発であっ

 

＊60周年中期ビジョン策定部会（中元副部会長） 

１、中期ビジョン策定部会 

 昨週お渡ししたアンケートの回収を延期をお願い致し

ます。本日配布の資料をご参考にして頂き、改めてアン

ケートにお答えください。申し訳ございませんが、アン

ケートの回収は次週の例会時3/7に行います。以上、よ

ろしくお願いいたします。 
 

＊IM記録担当小委員会（中元委員長） 

 本日、IM記録誌等の資料を書き込んだCDをお受取り

してもらっています。冊子がご希望の方は、冊子受付表

に○印をお願いいたします。 
 

＊社会青少年奉仕委員会（川口委員長） 

 職業紹介事業ＰＲ 

 

 

（木本例会運営委員長） 

本日の会員数３１名 

  （出席規定免除会員９名） 

出席会員数１９名 

  （出席規定免除会員５名） 

    ７０．３７％ 

2/14 休会 

 

 

（松村ＳＡＡ） 

上野山（栄）君：本日は後期ＩＤＭの発表、よろしくお願い

します。御坊ＲＣ丸山様、ようこそお越し下さいました。 

嶋田（崇）君：後期ＩＤＭ発表のリーダー様、御苦労様で

すが、宜しくお願いします。 

丸山信仁君（御坊ＲＣ）：本日、お世話になります。 

丸山君：本日、後期ＩＤＭの発表させていただきます。よ

ろしくお願いします。 

木本君：後期ＩＤＭの発表宜しくお願いします。 

岩本君：先週は仕事の関係で早朝より一日中忙しくして

欠席させて頂きました。 

橋本君：丸山さん、木本さん、本日のＩＤＭの発表よろしく

お願いします。 

上野山(捷)君：本日のＩＤＭ発表、ご苦労さまです。 

中元君：本日ＩＤＭの発表、よろしくお願いします。 

井上君：ＩＤＭの発表楽しみです。 

脇村君：木本さん、丸山さん、本日のＩＤＭの発表よろしく

お願いします。 

北畑君：本日のＩＤＭの発表、解らないことだらけなので

勉強させてもらいます。 

橋爪(誠)君：ＩＤＭの発表、ご苦労様です。よろしくお願い

いたします。 

川口君：本日、後期ＩＤＭ発表、各リーダー様、宜しくお

願い致します。 

松村君：ＩＤＭの発表よろしくお願いします。 

 

 

 

 

後期ＩＤＭの発表 委員会報告 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

2018～2019年度後期ＩＤＭ 

テーマ: 「ローターアクトクラブの復活」 

 

 

第１班リーダー 

 丸山 芳孝 君 



カップルも誕生し、仲人をした委員長もいた。アクターが

積極的に参加したくなるクラブである事が大事、会議の

場所も魅力的な場所が必要であり、時間帯が夜であるの

は負担になる。又、母体のロータリークラブの会員数もか

つてより減少しているので予算も厳しい、アクターには要

となるリーダーが必要である、アクトを維持できる人数と支

援が必要である、アクターを引っ張るには若いロータリア

ンが頑張らねばならない、ロータリークラブから指導され

るのではなく、アクター自らが発信するよう会でなければ

続かない、地区の支援はあるのか、口をださずにお金を

出してあげる事が大事、若い人は楽しくないと駄目であ

る。恰好も気にするし、参加したくなる目的が必要であ

る。又社員をアクトに参加させる時、業務として参加する

のか、今の若者がプライベートで参加してくれるのか？ 

等の意見が出ました。 

 最後に、次年度会長に全体の雰囲気及び意見を直接

聞いていただき、ご理解して下さった事が大変よかったと

思います。又、懇親会では皆さんが大いに親睦を深めら

れた様でしたし、IDMの意義があったかと思っています。 

以上で発表を終わらせていただきます。 

 

＜後期IDMの発表を終えて＞  

①橋本拓也会長エレクト 

  皆さま、IDMでの活発な意見

有難うございました。皆様の貴重

なご意見を受け、今後ローターア

クトの復活をどうするのか検討を

重ねていきたいと思っています。

目的は有田地域の若者の活性化

です。今は白紙の段階です。どの

様な運営にすれば持続可能な

ローターアクトにできるのか検討していきたいと思いま

す。本日は、御坊RCから丸山様に参加して頂きました。

和歌山県内で唯一のローターアクトクラブであり、今後の

アクトの検討でサポートして頂きたいと思っています。丸

山様宜しくお願い致します。 

 

②丸山信仁君（御坊RC・2640地区社会奉仕委員長） 

 RIでは、ローターアクトとロータリ

アンを同格としています。世界で

はアクターとロータリアンを兼ねて

いるメンバーも存在します。福井

年度、グアムでの全国RA研修会

に参加しました。グアムでは、自

分たちの活動費を自分たちで稼

ぐルールがあります。2640地区に

は７つのRACがあり、次年度は堺

RAC秋山が地区代表を務めます。御坊クラブでは、アク

ターがメンバーを集めています。もちろん、企業派遣もい

ます。婚活の場としてアクターの自主性を尊重しクラブの

運営を行っています。ロータリアンには年に１回は、ロー

ターアクトの例会に出席をお願しています。 

 

 

   

３ 

平和と紛争予防／紛争解決月間 

た｡ 

・人集めが大変｡お荷物にならないか？ 

・30歳という年齢を遅くしたら？解散理由を今一度考える

べきだ｡ 

・親睦を図る機会を多くする｡ロータリアンがアクターに遊

びの部分を供給する｡ 

・活動経費に個人負担がほとんどなく責任感がない｡欠

席がちになる｡ 

・アクトクラブとなると縛りがきつくなるので､アクトではなく

地元若手の活動家たちと実験的にでも交流をしてみ

てはどうか？ 

・例会場を感じの良い場所にすれば､出席率も上がる｡ 

・県内唯一のアクトクラブである御坊ローターアクトクラブ

に存続のコツを聞く｡ 

・ローターアクトクラブ復活には賛成ではあるが､約10年

前の解散に至るまでの経緯を今一度振り返り､それを

踏まえた上で､慎重に復活までの手順を考えて頂きた

い｡ 

 

 

◎第2班 

日時：2019年2月14日(木) 18時30分～ 

場所：橘家 

出席者：木本隆昭（リーダー）、上野山捷身（サブリー

ダー）、中村吉伸（情報研修委員）、中元耕一郎（情報研

修委員）、上野山栄作（会長）、橋本拓也（会長エレク

ト）、岩本道弘、岩橋行伸、石垣洋介、福原陽司、川口健

太郎  以上11名 

 

 最初に、中村情報研修委員よりローターアクトクラブに

ついて詳しく説明がありました。次に、橋本会長エレクトよ

り本日のテーマについての意義を述べていただきまし

た。 

 その後に参加者の皆さんに意見を求めると、最初に

ローターアクトクラブの意義が素晴らしい事は理解した

が、「何故ローターアクトは終わってしまったのか」という

問いかけがありました。これに対して過去のアクト委員長

全員から発言がありました。 

 理由としては、アクト会員が減少の為アクト活動が出来

なくなってしまった事や社会的に仕事も厳しくなってきて

残業も多くなりアクト活動に参加する若者が少なくなって

きた事でした。そんな中、ローターアクトを復活し持続す

る事ができるのか？又、持続するにはどうしたらいいのか

という議論がおこなわれました。 

 意見としては、アクト活動が活発な時は、アクターも10

人以上在籍し活気があった。その中でアクター同士の
閉会・点鐘 （上野山(栄）会長） 

 

  第２班リーダー 

     木本 隆明 君 


